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(百万円未満切捨て)

１．平成25年11月期第３四半期の連結業績（平成24年12月１日～平成25年８月31日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年11月期第３四半期 310 △25.1 △257 ― △177 ― △202 ―
24年11月期第３四半期 414 △4.9 △304 ― △333 ― △331 ―

(注) 包括利益 25年11月期第３四半期 △356百万円( ― ％) 24年11月期第３四半期 △333百万円( ― ％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年11月期第３四半期 △7,403.44 ―
24年11月期第３四半期 △14,667.79 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年11月期第３四半期 695 △660 △95.0
24年11月期 749 △242 △32.3

(参考) 自己資本 25年11月期第３四半期 △660百万円 24年11月期 △242百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 24年11月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

 25年11月期 ― 0 00 ―

 25年11月期(予想） ― ―



  

 

 

 
  

  

 ※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しており

ません。 

  

 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添

付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報 （3）連結業績予想に関する定性的情報」をご

覧ください。同様の理由により配当予想につきましても開示しておりません。  

  

  

  

  

  

  

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

  新規   １社 (株式会社メディエート)  、除外   ―社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年11月期３Ｑ 27,321株 24年11月期 27,321株

② 期末自己株式数 25年11月期３Ｑ ―株 24年11月期 ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年11月期３Ｑ 27,321株 24年11月期３Ｑ 22,631株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権下での経済政策により、円安・株高が

進み、全体として景気回復に向けた動きが見受けられるようになりましたが、企業の設備投資や個

人の所得は未だ低迷したままであり、先行きの景気回復については依然として不透明な状況で推移

しております。 

このような環境下、当社グループは、外部環境に左右されず安定成長を確保できる事業ポートフ

ォリオの再構築に取り組み、今期より連結対象となった㈱メディエートの売上高の一層の増進をは

じめとして、財務体質の改善及び営業基盤の増強等に取り組んでまいりました。 

その結果、売上高は310,687千円（前年同四半期比104,002千円の減少）となり、営業損失は

257,210千円（前年同四半期は営業損失304,310千円）、経常損失は177,206千円（前年同四半期は経

常損失333,964千円）、四半期純損失は202,269千円（前年同四半期は四半期純損失331,958千円）と

なりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

  

① ETF関連事業 

当社グループでは、前連結会計年度において、投資情報提供事業の中核会社を売却したことか

ら、ETFに関する情報提供に特化し、同事業をETF関連事業として展開しております。米国ニューヨ

ークを拠点にXTF, Inc. が有する豊富なETFデータやツールを金融機関や機関投資家に提供しており

ます。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におけるETF関連事業の売上高は42,997千円（前年同四半

期比312,120千円の減少）、営業損失は93,187千円（前年同四半期は営業損失48,621千円）となりま

した。 

  

② 金融アドバイザリー事業 

金融アドバイザリー事業においては、投資家のリスク許容度に改善の兆しは見えるものの、同事

業に係るファンドの契約残高に変化はありませんでした。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における金融アドバイザリーの売上高は2,212千円（前年

同四半期比34,124千円の減少）、営業損失は24,489千円（前年同四半期は営業損失35,820千円）と

なりました。 

  

③ 医療機器製造販売事業 

従来、当社が行ってまいりましたライセンス事業は、第１四半期連結会計期間において㈱メディ

エートを連結子会社として取り込むことにより、同事業に代わってさらに踏み込んだ医療機器製造

販売事業を展開しております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における医療機器製造販売事業の売上高は265,476千円、

営業損失は9,527千円となりました。  

  

上記の各事業の営業損失から、当社グループ管理業務にかかる費用を控除した結果、当第３四半

期連結累計期間における営業損失は257,210千円（前年同四半期は営業損失304,310千円）となりま

した。これは、新たな事業ポートフォリオのもとで売上の向上に努力してまいりましたが、コスト

を吸収するには至らなかったことに起因します。 

また、経常損失につきましては支払利息12,418千円などを計上した結果、177,206千円（前年同四

半期は経常損失333,964千円）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて37,068千円減少

し、496,626千円となりました。これは主に、現金及び預金が203,876千円減少し、棚卸資産が

54,304千円増加したことが原因です。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて17,591千円減少し、198,698千円となりました。これは主

に、有形固定資産が15,332千円増加し、投資その他の資産が20,844千円減少したことが原因です。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて、54,659千円減少し、695,325千円となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

  （資産）
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当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて267,327千円増加

し、1,257,836千円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が42,650千円、短期借入金が

275,816千円、未払金が94,451千円増加し、１年内返済予定の長期借入金が157,766千円減少したこ

とが原因です。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて96,163千円増加し、97,665千円となりました。これは主

に、長期借入金が68,661千円、退職給付引当金が28,411千円増加したことが原因です。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて、363,491千円増加し、1,355,502千円となりま

した。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて418,150千円減少

し、660,176千円の債務超過となりました。これは主に、四半期純損失が202,269千円計上され、為

替換算調整勘定が152,444千円減少したことによるものであります。 

  

  

  

当社グループは、５期連続の営業損失を計上し、当第３四半期連結会計期間末においては660,176

千円の債務超過となりました。このような状況を早期に解消するために、外部環境に左右されず安定

成長を確保できる事業ポートフォリオの再構築に取り組み、従来の投資情報提供事業をETF関連事業

に転換し、また、従来のライセンス事業については、持分法適用関連会社であった㈱メディエートを

連結子会社として取り込むことにより、さらに踏み込んだ医療機器製造販売事業として展開しており

ます。 

さらに、当社は、平成25年８月26日開催の取締役会において、債務超過の解消と今後の事業再生へ

向けた資金確保を目的として、第三者割当増資（デットエクイティスワップ）及びライツ・オファリ

ングを行うことを決議し、平成25年９月12日に第三者割当増資を完了いたしました。これにより、当

第３四半期連結会計期間末時点における債務超過660,176千円のうち、507,109千円を縮小いたしまし

た。当第３四半期連結会計期間末時点における残りの債務超過153,067千円は、平成25年10月に実施

するライツ・オファリングによって解消し、かつ今後の事業再生へ向けた資金調達を行ってまいりま

す。当社代表取締役である田中茂樹は自身に割り当てられる新株予約権を全て（46,189千円）行使す

る意向であり、これにより当第３四半期会計期間末時点における残りの債務超過は106,878千円とな

る見込みです。一方、平成25年11月期連結会計年度末に向けては、医療機器製造販売事業において受

注した売上が月次で安定的に売上計上される見込みであります。また、「継続企業の前提に関する重

要事象等の概要」に記載いたしました対応策を実行中であり、このうち先端医療機器輸入販売事業に

おいても売上計上される見込みであります。さらに、各種経営策による債務の圧縮により、平成25年

11月期連結会計年度末までに債務超過を解消し、本格的な事業再生を図ってまいります。 

なお、事業ポートフォリオの変革及び資金調達による業績予想を合理的に見積もることが困難であ

るため、現状の公表は控えさせていただき、業績予想の開示が可能になった時点でお知らせいたしま

す。 

  （負債）

  （純資産）

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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第１四半期連結会計期間より、支配力基準により持分法適用関連会社であった㈱メディエートを
連結の範囲に含めております。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

(減価償却方法の変更)  

当社及び国内連結子会社は、法人税の改定に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年12月
１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更し
ております。なお、この変更に伴う当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微でありま
す。  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当社グループは、当第３四半期連結累計期間におきまして、営業損失257,210千円、経常損失177,206
千円、四半期純損失202,269千円を計上し、平成20年11月期連結会計年度より引き続き営業損失を計上
しており、660,176千円の債務超過となりました。また、当第３四半期連結会計期間末においても一部
の債務が延滞しております。これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存
在しております。 
当社は、平成25年８月26日開催の取締役会において、現物出資による第三者割当増資及びライツ・オ

ファリングを行うことを決議し、平成25年９月12日に第三者割当増資を完了いたしました。これによ
り、当第３四半期連結会計期間末における債務超過660,176千円のうち、507,109千円を縮小いたしまし
た。 
なお、金融機関からの借入金の返済につきましては、一定期間にわたる借入金の返済猶予を前提とし

て資金計画を立案し、当社の事業計画に基づき事業活動に影響のない範囲で借入金の返済を行っていく
予定です。当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の対応策を実施しております。 
  

第三者割当増資によっても残る当第３四半期連結会計期間末時点における債務超過153,067千円

は、平成25年10月に実施するライツ・オファリングによって解消し、かつ今後の事業再生へ向けた資

金調達を行ってまいります。 
  

当社グループでは、平成25年11月期第１四半期連結会計期間において㈱メディエートを連結子会社

とし、ライセンス事業から踏み込んだ医療機器製造販売事業を行っております。澁谷工業㈱へ製造を

委託することで受注増加に対する製造体制を整備し、ホルムアルデヒド低温ガス滅菌器の販売拡大を

目指してまいります。 

 さらに当社は、医療機器関連事業の拡大に向けて、先端医療機器の輸入販売を行ってまいります。

すでに２機種の日本における専属販売権を取得しており、今後も販売機種を増やしていく予定です。

先端医療機器の輸入販売は、発注を受けてから必要数を輸入し、一定のマージンをのせて販売するた

め、安定的な利益確保が見込めます。 
  

当社グループでは、ETF市場の拡大を視野にXTF, Inc. が有する豊富なETFデータ、ツール及びネッ

トワークを活用し、米国を中心とした全世界でETFに関連する事業に積極的に取組んでまいります。 

 さらに、日本国内におけるETF運用の拡大に向けて、国内でのETF専門の投資顧問事業を展開してま

いります。当社グループは、従来のサービスで培ったETFに関する評価や調査のノウハウと、米国に

上場するすべてのETFを網羅するデータベースを活用して、投資顧問事業に取り組む予定です。 
  

当社グループでは、平成21年11月期連結会計年度より役員報酬及び従業員給与の削減を継続してお

ります。平成25年１月には組織・業務の見直しにより人員削減を行い、４月には現状の規模に合わせ

て本社を移転いたしました。今後も不急不要な経費の削減に努めてまいります。 
  

しかし、これらのうちライツ・オファリングによる資金調達については、本四半期決算短信提出日現

在において完了しておりません。また、その他の対応策についても継続して実行中であるもののこれま

でのところ十分な成果が得られていない事項が含まれております。従って、現時点では継続企業に前提

に関する重要な不確実性が認められます。  

なお、四半期連結財務諸表は継続企業前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要

当第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日  至 平成25年８月31日)

（1）ライツ・オファリングによる資金調達

（2）医療機器関連事業の拡大

（3）ETF関連事業の拡大

（4）コスト削減
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 250,761 46,884

受取手形及び売掛金 111,494 96,815

たな卸資産 － 54,304

営業投資有価証券 266,774 266,774

その他 11,303 103,090

貸倒引当金 △106,639 △71,241

流動資産合計 533,695 496,626

固定資産   

有形固定資産 23,265 38,598

無形固定資産   

特許権 131,350 118,540

その他 23,355 24,086

無形固定資産合計 154,705 142,626

投資その他の資産   

投資有価証券 0 0

関係会社株式 0 0

その他 101,677 80,833

貸倒引当金 △63,360 △63,360

投資その他の資産合計 38,317 17,473

固定資産合計 216,289 198,698

資産合計 749,984 695,325

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 － 42,650

短期借入金 238,265 514,082

1年内返済予定の長期借入金 273,300 115,533

未払金 323,837 418,289

未払費用 48,546 50,797

未払法人税等 5,781 8,020

前受金 2,906 6,894

預り金 90,912 97,202

その他 6,959 4,366

流動負債合計 990,509 1,257,836

固定負債   

長期借入金 － 68,661

退職給付引当金 － 28,411

その他 1,501 592

固定負債合計 1,501 97,665

負債合計 992,010 1,355,502
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成24年11月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年８月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 877,527 877,527

資本剰余金 659,734 659,734

利益剰余金 △1,696,793 △1,961,096

株主資本合計 △159,531 △423,834

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △7,712 △9,115

為替換算調整勘定 △74,782 △227,227

その他の包括利益累計額合計 △82,494 △236,342

純資産合計 △242,026 △660,176

負債純資産合計 749,984 695,325
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年12月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年12月１日 
 至 平成25年８月31日) 

売上高 414,689 310,687

売上原価 315,116 271,427

売上総利益 99,573 39,259

返品調整引当金戻入額 1,837 －

返品調整引当金繰入額 1,858 －

差引売上総利益 99,551 39,259

販売費及び一般管理費 403,861 296,469

営業損失（△） △304,310 △257,210

営業外収益   

受取利息 2 23

受取賃貸料 － 6,501

為替差益 1,594 94,961

債務消滅益 1,617 －

その他 61 5,525

営業外収益合計 3,275 107,011

営業外費用   

支払利息 22,091 12,418

遅延損害金 8,734 12,123

その他 2,102 2,465

営業外費用合計 32,928 27,008

経常損失（△） △333,964 △177,206

特別利益   

受取賠償金 6,280 －

特別利益合計 6,280 －

特別損失   

固定資産除売却損 620 10,865

本社移転費用 － 13,955

その他 － 522

特別損失合計 620 25,343

税金等調整前四半期純損失（△） △328,304 △202,550

法人税、住民税及び事業税 3,653 1,411

法人税等調整額 － △1,692

法人税等合計 3,653 △280

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △331,958 △202,269

四半期純損失（△） △331,958 △202,269
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年12月１日 
 至 平成24年８月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年12月１日 
 至 平成25年８月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △331,958 △202,269

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 174 △1,403

為替換算調整勘定 △1,921 △152,444

その他の包括利益合計 △1,747 △153,848

四半期包括利益 △333,705 △356,117

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △333,705 △356,117

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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当第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日  至 平成25年８月31日)  

当社グループは、当第３四半期連結累計期間におきまして、営業損失257,210千円、経常損失177,206
千円、四半期純損失202,269千円を計上し、平成20年11月期連結会計年度より引き続き営業損失を計上
しており、660,176千円の債務超過となりました。また、当第３四半期連結会計期間末においても一部
の債務が延滞しております。これらにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存
在しております。 
当社は、平成25年８月26日開催の取締役会において、債務超過の解消と今後の事業再生へ向けた資金

確保を目的として、第三者割当増資（デットエクイティスワップ）及びライツ・オファリングを行うこ
とを決議し、平成25年９月12日に第三者割当増資を完了いたしました。これにより、当第３四半期連結
会計期間末における債務超過660,176千円のうち、507,109千円を縮小いたしました。 
なお、金融機関からの借入金の返済につきましては、一定期間にわたる借入金の返済猶予を前提とし

て資金計画を立案し、当社の事業計画に基づき事業活動に影響のない範囲で借入金の返済を行っていく
予定です。 
当社グループは、当該状況を解消すべく、以下の対応策を実施しております。 
  

第三者割当増資によっても残る当第3四半期連結会計期間末時点における債務超過153,067千円は、

平成25年10月に実施するライツ・オファリングによって解消し、かつ今後の事業再生へ向けた資金調

達を行ってまいります。 
  

当社グループでは、平成25年11月期第１四半期連結会計期間において㈱メディエートを連結子会社

とし、ライセンス事業から踏み込んだ医療機器製造販売事業を行っております。澁谷工業㈱へ製造を

委託することで受注増加に対する製造体制を整備し、ホルムアルデヒド低温ガス滅菌器の販売拡大を

目指してまいります。 

 さらに当社は、医療機器関連事業の拡大に向けて、先端医療機器の輸入販売を行ってまいります。

すでに２機種の日本における専属販売権を取得しており、今後も販売機種を増やしていく予定です。

先端医療機器の輸入販売は、発注を受けてから必要数を輸入し、一定のマージンをのせて販売するた

め、安定的な利益確保が見込めます。 
  

当社グループでは、ETF市場の拡大を視野にXTF, Inc. が有する豊富なETFデータ、ツール及びネッ

トワークを活用し、米国を中心とした全世界でETFに関連する事業に積極的に取組んでまいります。 

 さらに、日本国内におけるETF運用の拡大に向けて、国内でのETF専門の投資顧問事業を展開してま

いります。当社グループは、従来のサービスで培ったETFに関する評価や調査のノウハウと、米国に

上場するすべてのETFを網羅するデータベースを活用して、投資顧問事業に取り組む予定です。 
  

当社グループでは、平成21年11月期連結会計年度より役員報酬及び従業員給与の削減を継続してお

ります。平成25年１月には組織・業務の見直しにより人員削減を行い、４月には現状の規模に合わせ

て本社を移転いたしました。今後も不急不要な経費の削減に努めてまいります。 
  

しかし、これらのうちライツ・オファリングによる資金調達については、本四半期決算短信提出日現

在において完了しておりません。また、その他の対応策についても継続して実行中であるもののこれま

でのところ十分な成果が得られていない事項が含まれております。従って、現時点では継続企業に前提

に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

当第３四半期連結累計期間(自   平成24年12月１日   至  平成25年８月31日)    

 該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（1）ライツ・オファリングによる資金調達

（2）医療機器関連事業の拡大

（3）ETF関連事業の拡大

（4）コスト削減

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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